
女
性
活
躍
推
進
の
現
状

「
仕
事
と
家
庭
」の
両
立
が
課
題

青
森
県

江
別
市
内
の
大
学
の
魅
力
を
イ
ラ
ス
ト

と
説
明
文
で
表
現
し
た
鎌
田
葉
成
さ
ん

健
康
お
役
立
ち
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト

考
案
レ
シ
ピ
が「
優
秀
賞
」

宮
城
学
院
女
子
大
学

ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
杯
準
優
勝

女
子
硬
式
野
球
の
発
展
を
目
指
す

仙
台
大
学

江
別
市
内
の
大
学
を
紹
介

ピ
ー
ア
ー
ル
マ
ッ
プ
を
制
作

北
海
道
情
報
大
学

「
住
み
や
す
い
街
、江
別
」と
題
し
、

江
別
市
の
豊
か
な
自
然
を
訴
え
た

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

個
性
豊
か
な
学
科
の
学
び

札
幌
国
際
大
学
・
札
幌
国
際
大
学
短
期
大
学
部

スポーツは健康な人のためだけでなく、すべての人に

〒989-1693 宮城県柴田郡柴田町船岡南2-2-18
TEL 0224-55-1017（入試課）　FAX 0224-55-0631
URL https://www.sendaidaigaku.jp

お問い
合わせ

体育学部体育学部　体育学科／健康福祉学科　体育学科／健康福祉学科／／スポーツ栄養学科スポーツ栄養学科／／スポーツ情報マスメディア学科スポーツ情報マスメディア学科／／現代武道学科現代武道学科／／子ども運動教育学科子ども運動教育学科

〒980-0845 仙台市青葉区荒巻青葉6-41
TEL  022-395-7750　E-mail tandai@sendai-akamon.ac.jp
URL  https://sendai-akamon.ac.jp/

短期大学で日本初！ 鍼灸治療と医療マッサージを学べる鍼灸手技療法学科＊（仮称）誕生予定

仙台赤門短期大学
6/15土、7/21日、8/24土 6/22土、7/20土、8/3土看護 鍼灸手技療法

取得可能資格
〇看護師国家試験受験資格
〇保健師・助産師・養護教諭養成校受験資格

取得可能資格
〇あん摩マッサージ指圧師　〇はり師
〇きゅう師　最大3つの国家資格を取得可能

看護学科（3年課程・80人・男女） 鍼灸手技療法学科（3年課程・50人・男女）

　看護学科では、看護師教育のほか、東洋医
学を取り入れた看護ケアも学び、幅広い領
域で生涯にわたって活躍ができる看護師を
育成しています。

　新学科では、伝統医療と現代医学の基本的
な治療法を踏まえた上で、「あん摩マッサージ
指圧」「はり・きゅう治療」を総合的に学び、伝
統医療のスペシャリストを育成していきます。

＊令和7年4月新設予定＝設置申請中

OPEN CAMPUS開催中

URL 》》 https://www.do-johodai.ac.jp/ E-mail 》》 koho@do-johodai.ac.jp

■経営情報学部■経営情報学部
先端経営学科先端経営学科
　ビジネスデザイン専攻ビジネスデザイン専攻
　地域ビジネス専攻地域ビジネス専攻
システム情報学科システム情報学科
　システム情報専攻システム情報専攻
　宇宙情報専攻宇宙情報専攻

■医療情報学部■医療情報学部
医療情報学科医療情報学科
　医療情報専攻医療情報専攻
　臨床工学専攻臨床工学専攻

■情報メディア学部■情報メディア学部
情報メディア学科情報メディア学科
　テクノロジー専攻テクノロジー専攻
　デザイン専攻デザイン専攻薔 0120-83-4411お問い合わせは

〈広報課〉

■ 〒069-8585  北海道江別市西野幌59-2 ■

Update Your World.

特設サイト公開中

［平 日 15：00～17：30］
＊ 要事前予約。詳細は本学
ウェブサイトを確認のこと

WEBオープンキャンパス

オンライン個別相談会

オープンオープン
キャンパスキャンパス

2024

6/30日
10：45～15：15

〒004-8602 札幌市清田区清田4条1丁目4-1
☎011-881-8861（アドミッションセンター直通）   URL https://www.siu.ac.jp

●多様性を理解するグローバルな大学！
　本学は、能力や適性に合った学科選びができ、あなたの多様な可能性を伸ばせる環境が整っ
ています。学ぶ楽しさや表現する喜びを通し、有意義なキャンパスライフを送ってください。

●実践力を磨くため、さまざまな実習やフィールドワークを展開！
　特色のある授業や実習を通して基礎を学び、北海道の観光地やホテル、スポーツの現場、さら
には海外での研修におけるフィールドワークで実践的な学びやコミュニケーション能力を磨
くためのプログラムが多数用意されています。

●個別見学・キャンパスツアーを随時受付中！
大学構内や部活動の様子、入試について知りたいことなど、気になるところがあればぜひ確

認・解決しに来てください。お一人でも保護者様と一緒でも、見学日時はご要望にお応えします。

コクサイの3つの魅力！

オープンキャンパスオープンキャンパス
7/27（土）・28（日）
9/28（土）・29（日）

人文学部
国際教養学科／

心理学科（臨床心理専攻・子ども心理専攻）

観光学部
観光ビジネス学科

短期大学部＊

総合生活キャリア学科／幼児教育保育学科

＊令和5年4月より男女共学

スポーツ人間学部
スポーツビジネス学科／スポーツ指導学科

フィンランド発祥プロジェクトに参加
イノベーションの創出に英語で挑む

藤女子大学
　藤女子大学（札幌市）の学生はこのほ
ど、フィンランド発祥の産・官・学連携
イノベーション創出プラットフォーム
「Demola プロジェクト」に参加した。
　このプロジェクトは、世界 16カ国 60
以上の大学が参加している国際的な取り
組みで、企業が抱えるリアルな課題に対
し、多様な能力や背景を持つメンバーと
チームを組みながら創造力で解決を図る
もの。同大からは 4人の学生が参加し、
約3カ月間にわたって他大学のチームメ
イトと多国籍のファシリテーターと協力
しながら、未来のイノベーションについ
て考えた。
　プロジェクトは複数のテーマが用意さ
れており、同大の参加学生のうち二人は
「日本で持続可能な街、住宅、家庭をつ
くるにはどうすれば良いのか」というテ
ーマに取り組み、家庭での「Well-being」
の向上および「gender equality」を促

す『Wellity』というアプリケーション
を考案。これは、ユーザーの性別役割分
業に基づく伝統的な考えを一掃し、子ど
もを含む家族間やパートナー間で家族の
分担を促すもので、家事分担の達成度に
応じてポイントや家事スキル認定が得ら
れるシステムだという。
　一方、ほか二人の学生は「ニセコの未
来」を考えていく「Niseko as the Next 
Generation Global Magnet」に参加。
ニセコ町は、外国からの移住者が多く、
「日本の中の外国」と言われていること
を背景に、海外移住に興味のある日本人
のリタイア世代に対する新しいセカンド
ライフスタイル「Nise-co」を提案した。
これは、一人ひとりが退職後に大切にし
たい価値観をみなで一緒にかなえること
を目指すというもの。
　2月 6 日には、3カ月間の学びの成果
を披露することを目的に、英語での発表

を実施。考え抜かれた提案のもと、さら
に活発な意見交換が行われた。
　今回、参加した学生は「参加前は英語
のディスカッションの授業などで英語を
話すことに対して恥ずかしさがありまし
たが、間違いを気にするのではなく、相
手に自分の意見を伝えることに意味があ
るということを学びました」と、コメン
ト。英語力はもちろん、コミュニケーシ
ョン能力や積極性など、現代社会におい
て重要なスキルの向上を実感できる体験
となったようだ。
　同大では、今後も学外での取り組みに
参加する学生への支援を通じて「広く人
類社会に対する愛と奉仕に生きる高い知
性と豊かな人間性を備えた女性の育成」
に取り組んでいく。

　
札
幌
国
際
大
学
・
札
幌
国
際
大

学
短
期
大
学
部
（
札
幌
市
）
は
5

月
25
・
26
日
に
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
を
開
催
し
た
。
二
日
間
で

4
0
0
人
以
上
の
高
校
生
や
保
護

者
が
参
加
し
、賑
わ
い
を
見
せ
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
ウ
ェ
ル

カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
25
日

に
は
吹
奏
楽
部
、
26
日
に
は
ピ
ア

ノ
連
弾
同
好
会
「
れ
ん
だ
ん
ず
」

　
青
森
県
は
5
月
28
日
、『「
県
内

企
業
の
女
性
活
躍
推
進
に
関
す
る

調
査
」
報
告
書
』
を
公
表
し
た
。

　
こ
れ
は
、
県
内
の
企
業
等
に
お

け
る
女
性
活
躍
推
進
に
関
す
る
現

状
や
課
題
、
今
後
の
取
り
組
み
の

方
向
性
の
ほ
か
、
従
業
員
の
意
識

等
を
業
種
・
地
域
横
断
で
調
査
・

分
析
し
た
も
の
。
県
内
の
従
業
員

規
模
10
人
以
上
の
合
計
1
0
0
0

事
業
者
を
対
象
に
し
た
「
事
業
者

調
査
」
お
よ
び
、
そ
の
事
業
者
に

勤
務
す
る
従
業
員
各
2
人
の
合
計

2
0
0
0
人
を
対
象
に
し
た
「
従

業
員
調
査
」
を
実
施
し
た
。

　
事
業
者
調
査
の
結
果
に
よ
る

と
、
県
内
事
業
者
に
お
け
る
課
長

級
以
上
の
管
理
職
に
占
め
る
女
性

割
合
が
21
・
9
％
で
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
業
種
別
で
は
、「
医

　
宮
城
学
院
女
子
大
学
（
仙
台

市
）
の
生
活
科
学
部
食
品
栄
養
学

科
で
は
、
現
代
社
会
に
お
け
る
栄

養
の
問
題
を
解
決
で
き
る
管
理
栄

養
士
や
栄
養
教
諭
な
ど
の
「
食
」

と
「
健
康
」
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

を
養
成
す
る
と
共
に
、
学
外
組
織

　
仙
台
大
学
（
宮
城
県
柴
田
郡
柴

田
町
）
は
、
す
べ
て
の
人
を
対
象

に
ス
ポ
ー
ツ
を
科
学
的
に
探
究
す

る
「
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ア
・
オ
ー

ル
」
を
大
学
の
基
本
理
念
に
教
育

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
同
大
に
お
い
て
令
和
5
年
に
創

設
さ
れ
た
の
が
仙
台
大
学
女
子
硬

式
野
球
部
だ
。
女
子
硬
式
野
球
部

と
し
て
の
活
動
を
始
め
た
同
部
は

「
宮
城
か
ら
女
子
野
球
の
魅
力
を

発
見
で
き
る
組
織
づ
く
り
」
を
活

動
理
念
と
し
て
お
り
、
技
術
力
の

向
上
と
共
に
女
子
野
球
の
普
及
・

と
の
連
携
に
よ
る
実
践
的
教
育
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

4
月
2
日
に
は
、
仙
台
市
健
康

福
祉
局
健
康
政
策
課
が
主
催
す
る

「
令
和
5
年
度
健
康
お
役
立
ち
レ

シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
お
い
て
、

同
学
科
に
所
属
す
る
二
人
の
学
生

が
考
案
し
た
レ
シ
ピ
が
見
事
「
優

秀
賞
」
に
決
定
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
仙
台
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
を
対
象

に
実
施
し
た
も
の
。
厚
生
労
働
省

の
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ

た
「
若
い
世
代
ほ
ど
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
を
し
て
い
る
人
が
少
な

い
」
と
い
う
健
康
問
題
を
背
景

に
、
一
品
で
主
食
・
主
菜
・
副
菜

が
揃
っ
た
「
簡
単
！
1
品
で
バ
ラ

ン
ス
は
な
ま
る
レ
シ
ピ
」
が
募
ら

れ
た
。

　
同
学
科
か
ら
応
募
し
た
の
は
、

3
年
次
の
岸
野
だ
り
あ
さ
ん
と
志

発
展
を
目
指
し
て
、
日
々
の
練
習

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
同
部
は
4
月
27
・
28
日
、
女
子

硬
式
野
球
の
発
展
と
普
及
を
目
的

と
す
る
「
第
一
回
ア
イ
リ
ス
オ
ー

ヤ
マ
杯
女
子
硬
式
野
球
交
流
大

会
」
を
主
催
し
た
。
こ
れ
は
宮
城

県
の
「
白
石
市
制
70
周
年
」
を
記

念
し
て
行
わ
れ
た
も
の
。
全
国
か

ら
10
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
白
石
市

益
岡
公
園
野
球
場
（
宮
城
県
白
石

市
）
を
中
心
と
し
て
、
角
田
市
野

球
場
（
宮
城
県
角
田
市
）、
ア
ス

テ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
タ
ジ
ア
ム

（
宮
城
県
柴
田
郡
柴
田
町
）
の
3

会
場
で
試
合
を
行
っ
た
。

　
同
大
会
の
開
会
式
で
は
、
同
部

と
令
和
4
年
に
ス
ポ
ン
サ
ー
契
約

を
締
結
し
た
ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ

株
式
会
社
（
本
社
・
仙
台
市
）
の

ほ
か
、
宮
城
県
白
石
市
の
山
田
裕

一
市
長
や
協
賛
企
業
も
出
席
し

た
。
フ
ァ
ー
ス
ト
ピ
ッ
チ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
で
は
、
ア
イ
リ
ス
オ
ー

ヤ
マ
社
の
中
嶋
宏
昭
氏
と
宮
城
県

白
石
市
の
山
田
市
長
が
投
手
と
し

て
、
仙
台
大
の
髙
橋
仁
学
長
と
女

子
硬
式
野
球
チ
ー
ム
「
埼
玉
西
武

ラ
イ
オ
ン
ズ
・
レ
デ
ィ
ー
ス
」
の

賀
友
紀
さ
ん
。
二
人
は
、
所
属
す

る
災
害
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「F
ood

and
Sm
ile
！

」
で

の
活
動
を
通
じ
て
生
み
出
し
た

「
鍋
を
汚
さ
な
い
！
ト
マ
ト
チ
ー

ズ
リ
ゾ
ッ
ト
」
を
応
募
し
た
。
こ

の
レ
シ
ピ
は
、
缶
詰
や
ベ
ジ
タ
ブ

ル
ミ
ッ
ク
ス
を
主
な
材
料
と
し
て

お
り
、
包
丁
を
使
用
す
る
必
要
が

な
い
。
そ
の
た
め
、
洗
い
物
が
少

な
く
、
簡
単
に
つ
く
る
こ
と
が
で

き
る
の
が
大
き
な
特
徴
だ
。

　
審
査
で
は
、「
材
料
が
入
手
し

や
す
い
か
、
手
軽
に
調
理
で
き
る

英
奈
々
子
選
手
が
捕
手
と
し
て
参

加
し
た
。
開
会
式
終
了
後
、
選
手

達
は
熱
い
プ
レ
ー
を
繰
り
広
げ
、

会
場
の
近
隣
在
住
者
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
観
客
が
訪
れ
た
。

　
大
会
二
日
目
の
28
日
に
は
、
準

決
勝
お
よ
び
決
勝
の
試
合
を
実

施
。
見
事
準
決
勝
に
勝
ち
進
ん
だ

同
部
は
、
決
勝
戦
に
お
い
て
履
正

社
高
等
学
校
（
大
阪
府
豊
中
市
）

と
対
戦
し
た
。
結
果
は
11
対
0
で

敗
戦
し
、
同
部
は
惜
し
く
も
優
勝

を
逃
し
た
も
の
の
準
優
勝
に
輝

き
、
情
熱
的
な
プ
レ
ー
が
観
客
の

気
持
ち
を
熱
く
さ
せ
た
。

　
同
部
は
今
後
の
目
標
と
し
て
、

「
全
日
本
大
学
女
子
硬
式
野
球
選

手
権
で
の
勝
利
」
を
挙
げ
て
い

る
。
平
成
17
年
か
ら
続
い
て
い
る

こ
の
大
会
は
「
女
子
野
球
を
、
当

た
り
前
の
競
技
・
文
化
に
す
る
こ

と
」
を
使
命
と
す
る
一
般
社
団
法

人
全
日
本
女
子
野
球
連
盟
（
本
部

東
京
・
渋
谷
）
が
開
催
し
て
い
る

大
会
だ
。
女
子
硬
式
野
球
の
発
展

を
目
指
す
同
部
の
今
後
の
活
躍
に

期
待
し
た
い
。

か
」「
幅
広
い
年
代
に
と
っ
て
食

べ
や
す
い
料
理
か
」「
ア
イ
デ
ィ

ア
の
斬
新
さ
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
工

夫
」「
料
理
と
し
て
の
バ
ラ
ン
ス

が
良
い
か
」
な
ど
、
6
項
目
が
重

視
さ
れ
た
。
二
人
の
レ
シ
ピ
は
、

や
き
と
り
缶
で
主
菜
を
、
野
菜
ジ

ュ
ー
ス
と
ベ
ジ
タ
ブ
ル
ミ
ッ
ク
ス

で
副
菜
を
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
点
が
特
に
評
価
さ

れ
た
。
や
き
と
り
缶
に
は
た
ん
ぱ

く
質
が
約
11
㌘
と
、
豊
富
に
含
ま

れ
て
お
り
、
十
分
な
栄
養
を
摂
取

す
る
こ
と
も
可
能
だ
と
い
う
。

療
、
福
祉
」
が
48
・
3
％
と
最
も

高
く
、「
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ

ス
業
」「
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス

業
、娯
楽
業
」が
続
い
た
。
一
方
、

「
製
造
業
」
や
「
建
設
業
」
な
ど

で
は
女
性
割
合
が
低
く
、
従
業
員

の
女
性
割
合
が
高
い
業
種
に
お
い

て
管
理
職
に
占
め
る
女
性
割
合
も

高
く
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
管
理
職
に
占
め
る
女
性
の
割
合

が
2
割
未
満
の
事
業
者
に
「
女
性

を
登
用
し
な
い
、
ま
た
は
で
き
な

い
理
由
」
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
必

要
な
経
験
・
ス
キ
ル
を
有
す
る
女

性
が
少
な
い
、
ま
た
は
い
な
い
か

ら
」
が
44
・
0
％
と
最
も
多
く
、

「
女
性
従
業
員
が
少
な
い
、
ま
た

は
い
な
い
か
ら
」「
女
性
が
管
理

職
に
な
る
こ
と
を
希
望
し
な
い
か

ら
」
と
い
う
回
答
が
続
い
た
。

　「
女
性
が
管
理
職
に
な
る
こ
と

を
希
望
し
な
い
か
ら
」
と
い
う
回

答
に
注
目
し
た
い
。
従
業
員
調
査

で
は
、「
上
司
か
ら
管
理
職
に
な

る
こ
と
を
薦
め
ら
れ
た
場
合
、
引

き
受
け
る
か
」
に
対
し
て
、「
引

き
受
け
る
」
と
回
答
し
た
女
性
の

割
合
が
10
・
8
％
、「
引
き
受
け

な
い
」
が
30
・
4
％
だ
っ
た
。

　「
引
き
受
け
な
い
」ま
た
は
「
現

時
点
で
は
分
か
ら
な
い
」
と
回
答

し
た
女
性
に
そ
の
理
由
を
問
う

と
、「
自
信
が
な
い
か
ら
」
が

47
・
2
％
と
最
も
高
く
、
次
い
で

「
仕
事
と
家
庭
の
両
立
が
困
難
だ

か
ら
」
が
42
・
9
％
だ
っ
た
こ
と

も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
育
児
を
中

心
と
す
る
家
庭
生
活
に
お
け
る
女

性
の
負
担
が
い
ま
だ
に
大
き
く
、

昇
格
意
欲
を
阻
害
す
る
要
因
の
一

つ
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

そ
う
だ
。

　
青
森
県
は
、
同
調
査
の
結
果
を

基
礎
資
料
と
し
て
活
用
し
、
働
く

意
欲
の
あ
る
女
性
が
働
き
続
け
、

そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

環
境
の
整
備
を
推
進
し
て
い
く
。

が
演
奏
を
披
露
し
、
華
や
か
な
音

楽
で
参
加
者
を
歓
迎
し
た
。

　
そ
の
後
、
同
大
短
大
部
の
幼
児

教
育
保
育
学
科
の
田
村
め
ぐ
み
助

教
が
学
生
4
人
に
対
し
て
、
学
生

生
活
の
魅
力
や
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
の
見
ど
こ
ろ
に
つ
い
て
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
す
る
シ
ー
ン
も
見
ら
れ

た
。
学
生
か
ら
は
「
担
任
の
先
生

が
い
る
の
で
、
学
生
生
活
や
授
業

に
つ
い
て
気
軽
に
質
問
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
」
な
ど
の
回
答
が
あ

っ
た
よ
う
だ
。

　
学
科
企
画
で
は
、
同
大
短
大
部

総
合
生
活
キ
ャ
リ
ア
学
科
の
小
林

純
准
教
授
が
、
令
和
7
年
度
よ
り

導
入
予
定
の
「
ク
オ
ー
タ
ー
制
」

に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。
2
学

期
制
が
4
学
期
制
に
な
り
、
短
期

間
で
集
中
的
に
学
修
す
る
た
め
、

個
人
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ

た
学
び
が
可
能
に
な
る
と
い
う
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
か
ら
産
学
協

定
連
携
を
結
ぶ
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
（
札
幌
市
）
か

ら
、
四
着
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ

ス
が
贈
ら
れ
た
シ
ー
ン
も
あ
っ

た
。
同
ホ
テ
ル
と
は
ブ
ラ
イ
ダ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
深
く
関
わ
っ
て

お
り
、
月
末
に
閉
館
し
た
同
ホ
テ

ル
の
資
源
を
今
後
の
教
育
活
動
に

利
用
し
て
い
く
構
え
を
見
せ
た
。

　
観
光
学
部
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
学
科

で
は
、
池
見
真
由
教
授
と
斉
藤
巧

弥
講
師
が
特
色
あ
る
学
び
に
つ
い

て
説
明
。
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ

ベ
ル
・
ト
レ
ー
ド
・
ア
ソ
シ
エ
ー

シ
ョ
ン
（
本
部
ア
メ
リ
カ
・
シ
ア

ト
ル
）
主
催
の
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
ト
ラ
ベ
ル
ワ
ー
ル
ド
サ
ミ
ッ

ト
」
に
学
生
が
参
加
し
て
い
る
こ

と
も
紹
介
し
た
。
終
盤
に
は
、
4

年
次
の
学
生
が
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や
留

学
に
つ
い
て
語
っ
た
ほ
か
、
呉
泰

均
准
教
授
が
今
後
展
開
予
定
の

「
韓
国
文
化
研
修
旅
行
」
に
つ
い

て
説
明
。
参
加
し
た
高
校
生
が
興

　
北
海
道
情
報
大
学
（
北
海
道

江
別
市
）
は
「
情
報
化
社
会
の

新
し
い
大
学
と
学
問
の
創
造
」

を
建
学
の
理
念
に
掲
げ
、
高
度

情
報
通
信
社
会
の
担
い
手
に
ふ

さ
わ
し
い
情
報
技
術
と
知
識
、

そ
れ
を
支
え
る
幅
広
い
教
養
と

各
種
専
門
分
野
に
ま
た
が
る
知

識
の
修
得
に
裏
打
ち
さ
れ
た
高

度
I
T
技
術
者
の
育
成
に
注
力

し
て
い
る
。

　
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
部
情
報
メ

デ
ィ
ア
学
科
で
は
、
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
と
デ
ザ
イ
ン
を
組
み
合
わ

せ
た
学
び
を
提
供
し
て
お
り
、

学
生
が
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
見

せ
て
い
る
。
こ
の
春
に
は
、
4

年
次
の
鎌
田
葉
成
さ
ん
が
「
え

べ
つ
未
来
づ
く
り
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
」
の
事
業
に
お
い
て

「
え
べ
つ
大
学
紹
介
M
a
p
」

の
制
作
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
え
べ
つ
未
来
づ
く
り
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
は
、
令
和
元
年

8
月
5
日
に
江
別
市
と
江
別
商

工
会
議
所
の
ほ
か
、
同
大
を
は

じ
め
、
札
幌
学
院
大
学
、
北
翔

大
学
、
北
翔
大
学
短
期
大
学
、

酪
農
学
園
大
学
の
4
大
学
・
1

短
期
大
学
か
ら
構
成
さ
れ
る
も

の
。
産
・
学
・
官
の
連
携
・
協

働
に
よ
る
地
域
貢
献
と
高
等
教

育
の
活
性
化
を
目
的
に
、
多
様

な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
昨
年
度
の
事
業
で
は
、
同
大

情
報
メ
デ
ィ
ア
学
部
情
報
メ
デ

ィ
ア
学
科
の
坂
本
牧
葉
講
師
に

江
別
市
の
ピ
ー
ア
ー
ル
マ
ッ
プ

制
作
を
打
診
。
当
時
3
年
次
だ

っ
た
鎌
田
さ
ん
は
、
坂
本
講
師

の
助
言
の
も
と
、
A
4
版
二
つ

折
り
サ
イ
ズ
の
マ
ッ
プ
制
作
を

担
当
し
た
。

　
マ
ッ
プ
の
表
紙
に
は
、
緑
豊

か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
く
つ
ろ
ぐ

学
生
の
姿
や
江
別
市
の
特
産
で

あ
る
レ
ン
ガ
が
描
か
れ
、
裏
表

紙
で
は
「
住
み
や
す
い
街
、
江

別
」
を
タ
イ
ト
ル
に
江
別
市
の

特
徴
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
江

別
市
が
札
幌
市
の
隣
に
位
置
す

る
こ
と
が
一
目
で
分
か
る
北
海

道
地
図
も
掲
載
さ
れ
た
。
制
作

し
た
鎌
田
さ
ん
は
「
大
学
の
活

気
が
伝
わ
る
よ
う
に
心
が
け
ま

し
た
」
と
、
制
作
時
に
意
識
し

た
こ
と
を
明
か
し
て
く
れ
た
。

　
江
別
市
や
江
別
商
工
会
議
所

は
、
鎌
田
さ
ん
が
制
作
し
た
マ

ッ
プ
を
5
0
0
0
枚
ほ
ど
印
刷

し
、
移
住
促
進
や
企
業
誘
致
活

動
の
際
に
配
布
予
定
だ
。
こ
の

マ
ッ
プ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

江
別
市
を
「
大
学
が
あ
る
マ

チ
」
と
し
て
紹
介
す
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

決
勝
戦
で
熱
い
戦
い
を
繰
り
広

げ
た
仙
台
大
学（
3
・
4
列
目
）

と
履
正
社
高
校

大
学
生
活
の
魅
力
が
紹
介
さ
れ
た

展
示
を
興
味
深
く
読
む
参
加
者

簡
単
に
栄
養
を
摂
取
で
き
る「
鍋
を
汚

さ
な
い
！
ト
マ
ト
チ
ー
ズ
リ
ゾ
ッ
ト
」

英
語
を
駆
使
し
て「
思
考
す
る
」

経
験
が
参
加
者
の
成
長
を
促
す

味
深
く
話
を
聞
い
て
い
る
様
子
が

見
受
け
ら
れ
た
。

　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
学
生
課

の
職
員
が
「
お
金
に
か
か
わ
る
講

座
」
を
開
き
、
学
費
や
奨
学
金
に

つ
い
て
の
説
明
も
行
っ
た
。

　
同
大
・
同
大
短
大
部
で
は
6
月

29
・
30
日
に
大
学
祭
「
清
麗
祭
」

の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。
大
学

生
活
へ
の
理
解
を
深
め
る
場
と
し

て
ぜ
ひ
活
用
し
て
欲
し
い
。

リ
ゾ
ッ
ト
に
合
う
メ
ニ
ュ
ー
を
手
に
す
る

志
賀
友
紀
さ
ん
●左
と
岸
野
だ
り
あ
さ
ん
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